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１ はじめに                                                                                                           
 
近年、日本に在留する外国人は増加の一途をたどっており、国においては、「日本語教育の 
推進に関する法律」により策定された「日本語教育の推進に関する施策を総合的かつ効果的に 
推進するための基本的な方針」に基づき、令和２年７月に「外国人の子供の就学促進及び就 
学状況の把握等に関する指針」が策定されるなど、市町村や学校における外国人児童生徒等教 
育の一層の充実が求められています。 
国の令和５年度「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」によると、全国 
の小・中・高等学校等に在籍する日本語指導が必要な児童生徒は69,123人であり、この約10年 
間で約1.9倍に増加しています。 
 道内においても、令和５年度の公立小・中・高等学校等における日本語指導が必要な児童生 
徒は札幌市を除き、令和５年度208人で、令和３年度の134人と比較し、２年間で約1.5倍とな 
っております。また、本道においては居住地域が広域に散在しているという特性もあり、在籍 
児童生徒数や使用言語の状況が学校ごとに大きく異なる中で、児童生徒一人一人の実情に応じ 
た日本語指導や学習支援の充実が喫緊の課題となっています。 
このような状況を踏まえ、道教委では、日本語指導が必要な児童生徒の受入れ体制の整備 
及び日本語指導の継続・充実を図ることを目的として、平成29年度から、「帰国・外国人児童 
生徒等教育の推進支援事業」に取り組んできました。その一環として、令和７年度は、これま 
での取組を踏まえ、道内の２校を実践校として指定し、先進地域における取組の調査研究や、 
実践校における指導方法等の調査研究を行い、その成果を道内の市町村教育委員会及び学校に 
広く周知することにより、各学校における日本語指導の充実に資することを目的として、調査 
研究を実施、このたび、調査研究資料としてまとめました。 
今後も、国の動向を注視し、道内の市町村教育委員会に向けて外国人児童生徒等教育に関す 
る情報を提供してまいります。 
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２ 事業の概要                                                                        
帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業「実践校事業」 実施要項  

（令和７年３月27 日 学校教育局義務教育課長決定）  
１ 趣旨 
全ての児童生徒が多様な価値観を受容しながら共に学ぶ授業等の在り方に関し、有識者等 
の協力を得て行う先進地域調査研究や、実践校による指導方法等調査研究を通して、道内の 
市町村及び学校における日本語指導が必要な児童生徒の受入れ体制整備及び日本語指導の継 
続・充実を図る。  
 
２ 実践校の決定方針  
  (1) 対象  
日本語指導が必要な児童生徒等が在籍する道内の公立の小・中学校、義務教育学校及び 
所管する市町村教育委員会（札幌市を除く）  
(2) 実践校の指定  
  ①義務教育課は、日本語指導に関する様々な実践（単元等や１単位時間の授業の展開、  
指導方法、教材の工夫等）に関する情報の収集等を行うため、全道で２校程度を実践校 
として指定する。  
 ②実践校の指定期間は、決定の日から、指定の日の属する年度の末日までとする。  
 ③実践校については、継続を妨げないものとする。  
 
３ 事業内容  
 (1) 実践校への年３回の相談支援及び必要に応じた指導助言  
 (2) 先進校視察への参加及びその成果普及に係る授業公開  
 (3)  ICT機器を活用した指導に係る実践  
(4) 情報発信への協力  
①地域別連絡協議会等での実践発表  
②義務教育課が作成する指導資料の作成協力   
※義務教育課において、相談支援やDLA 実施イメージとして活用できる動画を作成   

 
４ その他  
この要項に記載のない事項については、実践校及び所管の市町村教育委員会と義務教育 
課が協議の上で決定する。 
 
５ 実践校（※各学校の詳細は、第２部実践編に掲載）                                    
○ 当別町立とうべつ学園（前期課程・後期課程） 
○ 浦河町立堺町小学校   
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３ 先進地域調査研究（日本語支援拠点施設「鶴見ひまわり」、横浜市立鶴見小学校、横浜市立横浜吉田中学校）                                 
(1) 視察の概要 
  本調査研究では、日本語指導が必要な児童生徒への支援に先進的に取り組んでいる神奈川 
県横浜市にある３か所の訪問先を視察した。視察先はいずれも、児童生徒一人一人の日本語 
能力や学習状況を踏まえた指導体制の構築や、校内外の連携を重視した取組を進めており、 
本道における今後の取組に資する多くの示唆が得られた。 
本報告書では、特に、来日したばかりの日本語指導が必要な児童生徒や保護者への支援に 
おいて、本道の実情を踏まえ、参考として生かしやすいと考えられた日本語支援拠点施設「鶴 
見ひまわり」の取組を、代表的な事例として紹介する。 
①施設の概要と設置の背景 
来日したばかりの日本語指導が必要な児童生徒や保護者への支援のため、横浜市では、 
平成29年に中区に「日本語支援拠点施設『ひまわり』」、令和２年に鶴見小学校内に市内２ 
か所目の日本語支援拠点施設「鶴見ひまわり」、令和４年に都筑小学校内に３か所目の日 
本語支援拠点施設「都筑ひまわり」を開設している。３か所の拠点施設では、「プレクラ 
ス」、「学校ガイダンス」等を実施している。 
②支援の対象と実施内容 
 プ レ ク ラ ス：外国から、新たに転・編入学してきた児童生徒を対象に、１か月間、週３ 

日の集中的な初期日本語指導及び学校生活体験を実施 
学校ガイダンス：外国から、新たに転・編入学してきた児童生徒及びその保護者を対象に、 

英語、 中国語、タガログ語、スペイン語、ポルトガル語、やさしい日本 
語による日本の学校生活の紹介及び児童生徒の学習状況を確認 
 

(2) 印象に残った点、特徴的な取組 
 ＜参加者＞ 
   ○ きめ細かな日本語指導と短期集中的プログラム 
    ・鶴見ひまわりでは、外国人児童生徒が来日後に入学手続きや学校生活について学ぶ、 

「学校ガイダンス」に参加した後、本人や保護者の希望に応じて入級が決まる仕組み 
になっており、年間８回の入級機会が設けられ、来日時期に合わせて参加できる。ひ 
まわりでは、学校生活の前段階として、帰国・来日間もない児童生徒が日本の学校に 
速やかに適応できるよう、４週間の集中的な初期日本語指導と学校生活の体験が行わ 
れ、生活面や日本の習慣についても指導が行われ、生活面や日本の習慣についても学 
べる点が印象的であった。 
○ 学校・行政・保護者との連携体制 
・登下校時の保護者送迎や日本語での氏名確認を通じた教員とのコミュニケーションな 
ど、日常生活の中での連携が徹底されていた。また、入学時の手続き支援や学校ガイ 
ダンスを通して保護者・児童生徒に安心感を提供するなど、学校と行政が役割分担を 
明確にし、緊密に連携した体制が整えられていた。 
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○ 日本語指導の拠点方式と指導体制 
    ・市内に複数の「ひまわり」を設置し、日本語指導の講師と教科担当教員が連携して指 

導することにより、初期日本語指導の充実や学習の土台が作られ、在籍校での学びに 
つながる環境が整えられていた。 

  ＜有識者＞ 
   ○ 初期日本語指導の明確化と短期集中カリキュラム 
    ・「鶴見ひまわり」では、ひらがななどの基本を短期間で習得させるなど日本語の集中 

指導を行い、在籍校での教科指導にスムーズに移行できる体制を整えていた。 
    ・初期指導の到達目標（文字習得・学校文化への慣れ・授業への適応など）が明確化さ 

れており、児童生徒が安心して学べる環境となっていた。 
   ○ 児童生徒の強みを活かす指導と安心できる環境づくり 
・日本語教育の参照枠や、Can-do ベースの考え方も踏まえた指導がされていた。「今日 
何がわかった？」など、子ども自身にも、すべての理解やできることではなく、部分 
的にでもわかったことを肯定的にとらえるような声かけをしていた。     
・授業では母語の使用を完全に制限せず、板書にルビを振る、視覚教材やカードを活用 
するなど、児童生徒が自ら考え、発言できる環境を工夫しており、学習意欲と安心感 
を支える配慮がされていた。 

   ○ ICT・保護者・地域との連携活用 
・母語支援者が不在の場面では、１人１台端末等の同時翻訳機能等を活用し、児童生徒 
とのコミュニケーションを補完していた。 

    ・保護者との面談や連絡手段の工夫、地域・行政との連携により、生活面や学習面の支 
援がスムーズに行われていた。 
 

(3) 視察全体を通しての感想等 
 ＜参加者＞ 
   ・教材や学習計画を複数の教員で共有し、誰が指導しても体系的に進められる体制づくり 
を構築する。 
・視覚教材やキーワード、反復練習、個別対応など、日本語指導の基本技術を通常学級に 
導入し、全児童が安心して学べる環境を整える。 

   ・在籍学級との情報共有やフィードバック体制を確立し、教科指導と日本語指導をつなげ 
る。 

   ・保護者や地域との信頼関係を土台に、学校全体で支援を行える体制を構築する。 
  ＜有識者＞ 
   ・視察先の学校では、教員個々の教育技術以上に、外国人児童生徒に対する当事者意識が 
指導の質を支えており、道内でも教員が自分の役割を自覚し、課題に主体的に取り組む 
意識を醸成することが重要である。 

   ・初期日本語指導を教科学習につなげるとともに、在籍学級と取り出し指導（国際学級） 
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との情報共有を積極的に行い、児童生徒一人一人の学習歴や理解度、強みを丁寧に把握 
することで、学齢に応じた教科指導や居場所づくりが効果的に行える。 

   ・教員研修や異文化・言語体験の機会を通じて教育の質を高めるとともに、今後は、高校 
入試における合理的配慮の周知や母語対応を含む多言語支援体制の整備により、児童生 
徒や保護者が安心して学習や進路選択に臨める環境を整えることが求められる。 
 

(4) 自校や地域など、道内で活用可能な取組 
 ＜参加者＞ 
   ○ 学習環境と指導方法の工夫 
    ・授業の見通しをホワイトボードに示すなどの視覚教材の活用や、短いキーワードで指 

示するなどの工夫により、児童生徒は「今何をしているか」「なぜ行うか」を理解しや 
すくなり、学習の理解促進と不安軽減に直結する指導方法であった。習熟度に応じた 
教材の調整や反復練習、個別指導の時間確保により、学習の定着と発話への自信を高 
めることも可能であり、通常学級や日本語指導の場でも活用できると感じた。 

   ○ 日本語指導と教科指導の連携 
    ・教科内容の予習や先行指導を取り入れることで、通常学級での学習保障に直結する具 

体的な方策が参考になった。また、「話す・聞く・読む・書く」の4技能を計画的に統 
合した活動や、発表・スピーチの機会を意図的に設けることで、児童の日本語力向上 
と学習の定着が図られていた。    
○ 運営・連携体制の工夫 
 ・日本語指導拠点や巡回指導、ICTを活用した教材・情報共有など、学校内外での連携 
体制の明確化が、支援の質向上に効果的であることが示された。家庭や地域との信頼 
関係構築や、転入時の情報把握・共有、共通教材の整備、スタートプログラムの設定 
なども、自校・自地域で活かせる具体策として考えられる。 

  ＜有識者＞ 
   ○ 初期適応指導の明確化と短期集中 
    ・初期指導の到達目標を明確にして短期集中で日本語指導を行い、母語支援やICTを活 

用しつつ在籍校での教科学習に早期に移行させる。 
   ○ 児童生徒の強みを活かした指導と情報共有 
    ・児童生徒の得意なことやできることを把握して指導に活かし、在籍学級と取り出し指 

導（国際学級）との間で情報を密に共有して、児童生徒の孤立を防ぐ。 
   ○ 学齢・認知発達に応じた教科指導 
    ・学齢や認知発達に応じた教材や指導内容を用い、編入学年を安易に下げず、児童生徒 

の実態を丁寧に観察しながら教科指導を行う。 
   ○ 母語の活用と多文化環境の尊重 
    ・原則日本語で指導しつつ、児童生徒の発言は母語も許容することで安心感と発話意欲 

を支え、母語支援員が不足する場合はICTで補完することも考えられる。 
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１ 当別町立とうべつ学園                                                             
１ 対象者・対象グループ                                
 
学年 小学校第５学年、中学校第１学年 人数：３名 
滞日年数 小学校第５学年・・・10年 

小学校第５学年・・・ ３年 
中学校第１学年・・・ ２年 

つながりのある国 パキスタン 
母語 ウルドゥー語、パシュトー語 
就学歴など 来日まで現地の学校に通う 
 
包括的なことばの発達ステージと日本語の習得ステップ 
※「ステージ」及び「ステップ」は、『ことばの力のものさし 実践ガイド』（2025 年４月 文 
 科省）に基づき記載 
 
①小学校第５学年（滞在年数 10年） 
ステージ 
（一番高い言語・技能） 

□日本語 ☑母語（ウルドゥー語） 
☑聞く・話す □読む  □書く 

ステップ 聞く・話す ３ 読む ３ 書く ２ 
②小学校第５学年（滞在年数３年） 
ステージ 
（一番高い言語・技能） 

□日本語 ☑母語（ウルドゥー語） 
☑聞く・話す □読む  □書く 

ステップ 聞く・話す ２ 読む ２ 書く １ 
③中学校第１学年（滞在年数２年） 
ステージ 
（一番高い言語・技能） 

□日本語 ☑母語（パシュトー語、ウルドゥー語） 
☑聞く・話す □読む  □書く 

ステップ 聞く・話す ２ 読む ２ 書く １ 
  
２ 日本語指導体制と実践内容                               
 ＜指導方法（初期指導・教科支援）＞ 
 日本語指導担当教諭や学習支援員による、「取り出し指導」と「入り込み指導」を中心に特別
な教育課程を編成して指導している。 
「取り出し指導」を基本として、初期指導では、生活に必要なサバイバル日本語や日本語基
礎を中心とした指導を行っている。滞日期間の長い子どもや、１か月程度の初期指導を終えた
児童生徒には、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能に重点をおいた「技能別日本語」や教
科等を通して日本語を学ぶ「統合学習」を行っている。また、教科学習の支援においては、児

C 

B 

B 
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童生徒の実態に応じた到達目標を設定し、予習を中心にポイントを絞って指導したり、漢字に
ルビをふった教科書を提供し学習する際の負担を軽減したりするなど、在籍学級での学びに向
けた支援を行っている。 
 ＜在籍学級での指導の工夫＞ 
漢字にルビをふったり、視覚的に分かりやすい掲示物等を用意したりすることを学級担任と
共有し、児童生徒の負担を軽減するようにしている。また、児童生徒同士の教え合いを大切に
し、互いに支え合う環境づくりに努めている。 
一方で、在籍学級での指導は各学級担任に委ねる部分が多く、日本語指導担当教員と在籍学
級担任との連携を今後さらに充実させる必要がある。 
 ＜組織的な連携と外部リソースの活用＞ 
校内では、日本語指導担当教員と各在籍学級担任、管理職及び学習支援員で構成される担当
チームで課題について定期的に協議し、情報の共有や課題解決に向けた体制を整えるように努
めている。 
また、家庭訪問による保護者との信頼関係の構築や、民生委員、コミュニティ・スクールの
サポーターといった地域資源との連携も積極的に行っている。 
 
３ 相談支援の活用                                   
 ＜アドバイザー＞ 
  北海道教育大学札幌校准教授 阿部 二郎氏 
 ＜相談内容＞ １回目（７月） 
  ・指導体制の整理、在籍学級との連携及び具体的な学習支援の在り方 
①助言内容 
・児童生徒が、日本語で自律的に学習できるようにしていくことが大切である。 
・生活言語能力と学習言語能力の両方の力を付ける必要がある。 
・教科指導においては、補習中心ではなく、予習を取り入れた先行型の学習が効果的である。 
・日本語指導教室での指導が「在籍学級の学習補助」なのか「日本語そのものを教える場」 
なのかといった目的を明確にしながら個別の指導計画を作成する必要がある。 

②助言を踏まえた授業改善に向けた取組 
○ 在籍学級と日本語指導教室の連携 
・在籍学級担任と日本語指導担当教諭が協議し、連携を図っていくことが大切であるこ 
とを校内で共有した。 

○ 具体的な学習支援の工夫 
・在籍学級での学習を支えるために、単元や本時の目標を確認し、予習を中心とした支 
援に努めた。また、先取り学習を日本語指導の時間に行った。 

○ 組織的な取組 
・在籍する児童生徒の実態から、中期指導段階となる「技能別日本語」「日本語と教科の統 
合学習」「教科の補習」といった学習プログラムに移行していくことを校内で確認した。 
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 ＜相談内容＞２回目（９月） 
  ・「技能別日本語」と「日本語と教科の統合学習」を踏まえた授業 
・生活言語能力と学習言語能力の両方の資質・能力を身に付けさせる指導の在り方 
①助言内容 
・在籍学級での指導と同じように、日本語指導教室での指導の際も、本時の到達目標を明
確にした上で、学習内容や学習活動を計画する必要がある。 
・そのためにも日本語指導担当教員も在籍学級担任どちらも、日本語指導が必要な児童
生徒一人一人の実態に応じた支援・指導を模索していく必要がある。 
・指導案には、教師からの発問だけでなく、予想される児童生徒の反応等を記述し、到達
目標が適切であったかを評価しながら指導することが大切である。 
・初期段階の児童生徒に対応した指導に偏らないよう、中期段階の児童生徒への指導も
充実させていく必要がある。 

  ②助言を踏まえた授業改善に向けた取組 
○ 習熟度（レベル）に応じた指導の工夫 
・絵本の活用は、文法が難解な場合があるため、「絵本ならわかる」という固定概念をも 
たず、教科書を基本に単元の指導計画を作成する。 
・教科の統合学習においては、各学年で作成している教育課程を参考にして計画する。 
○ 適切な教材選定と指導技術の向上 
・体験活動を設定し、ジェスチャーを交えながら、体を使って言葉を覚えることは、言 
語の習得に効果的である。 
・順序を表す言葉を説明する際には、例えば「お祈りにも順序がある」など、児童生徒 
の生活に関わる事柄と結び付け、児童生徒の実感を伴った理解につなげる。 
・児童生徒の実態に合わせて、日本語と母語とを交えて学習をする。 
 

 ＜相談内容＞３回目（２月） 
  ・日本語と教科の統合学習について 
①助言内容 
・算数の授業では、学習内容を生活と結び付け、例えば服の模様から三角形を見付けさせ 
るなど、学びを「自分事」として捉えさせる工夫を行うことが重要である。 
・日本語と教科の「統合学習」においては、教科の目標達成と「日本語で表現できること」 
とを両立させる視点をもつことが重要である。あわせて、学習用語（専門語彙）を確実 
に扱い、理解と表現の双方を支える指導を行うことが求められる。 

②助言を踏まえた授業改善に向けた取組 
○ 在籍学級と日本語指導教室の連携 
・授業の導入において見通しをもたせる活動を今後も継続し、児童生徒が意欲的に学び 
に向かう授業づくりを進めていきたい。 
・日本語指導教室と在籍学級との連携を一層強化し、単元計画の共有や相互の授業参観 
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を通して日本語指導への理解を深め、学校全体の授業改善につなげていきたい。 
 

４ ICT 機器の活用                                   
本校では、ＡＩ通訳機等を活用することで、意思疎通を円滑にしたり、家庭に配付する資料
の作成に係る負担を軽減したりしている。児童生徒は、周囲との意思疎通に当たり、町から貸
与されているタブレット端末の同時翻訳機能を活用しながら、互いにコミュニケーションを図
っている。 
また、伝えたい内容に関連するイラストを検索し、言葉と結び付けて理解を深める場面も見
られる。こうした実態から、ＩＣＴの活用は日本語指導において重要な役割を果たしている。 
 
５ 保護者や地域との連携                                
 ＜受入れ体制の工夫＞ 
  本校では、外国にルーツのある児童生徒を受入れる際には、町教育委員会と緊密に連携し、
組織的な体制の下で対応している。転入前には必ず来校の機会を設け、先進地域の取組を参考
にした就学時ガイダンスや初期指導カリキュラムを実施するとともに、学校生活や支援内容に
ついて保護者への説明を丁寧に行っている。 
 ＜保護者との関係づくり＞ 
  管理職を中心に、家庭訪問や登下校時の対話を通して保護者との信頼関係の構築に努めてい
る。連絡に当たっては、多言語翻訳システムや連絡帳を活用し、円滑な意思疎通を図っている。 
さらに、保護者からの要望を踏まえ、通学路の安全確認や宗教的背景に配慮した給食対応、
親睦会の実施などに取り組んでいる。加えて、保護者の親族や勤務先の協力を得ながら、多角
的な連携体制を構築し、孤立を防ぐための支援を行っている。 
＜地域との連携＞ 
コミュニティ・スクール（ＣＳ）の「サポーターズクラブ」と連携し、地域ボランティアと
教職員が課題を共有する取組を進めている。また、民生委員と連携して各家庭の生活状況の把
握と見守りを強化するとともに、近隣の町内会や防犯団体とも情報共有を図っている。その結
果、登下校時に道に迷った児童生徒を地域住民が保護し、学校へ連絡する事例も見られるなど、
地域全体で子どもを見守り、支える体制を構築している。 
 
６ 成果（○）と課題（●）                                    
○ これまでの日本語指導教室は、在籍学級での学習の補填の場、気持ちを落ち着かせる居場 
所としての機能が高かったが、日本語指導について助言をいただいたことにより、日本語指 
導教室は、在籍学級で楽しく学習できることを目標にするということが明確になり、日本語 
指導教室での授業改善を進めることができた。 
○ 先進地域である横浜市の学校視察後、初期指導の教育課程の見直しを図った。初期指導プ 
ログラムの内容と期間を定めることにより、教科学習における日本語指導を進めることがで 
きた。 
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● 日本語能力の習熟度に大きな差が見られ、指導が特定の層に偏りがちになる場合がある 
ことから、上位層には漢字や教科内容の統合学習を取り入れるなど、個々の実態に応じたき 
め細かな指導を工夫する必要がある。 
● 在籍学級の学級担任が個々の児童生徒に対する具体的な学習目標の設定や評価に戸惑い 
を感じている場面が見られることから、学級担任と日本語指導担当教諭が連携して指導・支 
援にあたる体制を構築する必要がある。 
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２ 浦河町立堺町小学校                                                               
１ 対象者・対象グループ                                
 
学年 【児童 A】第５学年  【児童 B】第６学年 人数：２名 
滞日年数 【児童A】２年６か月 【児童 B】１年２か月 
つながりのある国 【児童A】スリランカ 【児童 B】フィリピン 
母語 【児童A】シンハラ語 【児童 B】タガログ語 
就学歴など 来日まで現地の学校に通う 
   
２ 日本語指導体制と実践内容                              
 ＜指導方法（初期指導・教科支援）＞ 
 ・ワークシートやドリル、小学校第１学年の教科書を使い、「話す」「聞く」「書く」「読む」
について実態とバランスを見て、授業を組み立てながら取り出し指導を行った。 
・「書く」については、家庭学習として復習を行いながら定着を図った。 
 ＜在籍学級での指導の工夫＞ 
  ・日本語支援員による言語支援 
  ・「ポケトークforスクール」を使用したAI同時翻訳による学習活動の支援 
  ・取り出し指導において、当該児童から聞き取った内容を、「要求」「疑問」「困り感」等に分 
類した上で、在籍学級担任を通して、在籍学級の他の児童と共有しながら、学級全体で支 
える土台を形成 

 ＜ICT端末を使用した日本語指導＞ 
  ・グラフィックデザインツールやデジタルフラッシュカードを使用した、文字学習や「読む」 
力を高める学習 
＜ミニスピーチボードを使用した話す活動＞ 
  ・自分に起きた出来事を気持ちとともに日本語で話す力を育てるため、帯活動としてミニス 
ピーチボードに「書く」活動を継続的に実施 
＜カードゲームを利用して、コミュニケーションの土台を形成＞ 
  ・ゲーム性の高いものを使用しながら日本語を使いやすい環境を整備 
 
３ 相談支援の活用                                   
 ＜アドバイザー＞    
  北海道教育大学函館校准教授 伊藤 美紀氏 
 ＜相談内容＞ １回目（７月） 
   指導体制の整理、在籍学級との連携及び具体的な学習支援の在り方 
①助言内容 
  ＜児童Ａ＞ 
・児童が日本語を使って説明する場面では、文の組み立て方や言葉のつながりに目を向 
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けさせるなど、日本語の仕組みが理解できるよう指導を工夫する必要がある。 
＜児童B＞ 
・日本語を「読む」ことに焦点を当てて指導するとともに、児童の関心のある学習内容 
の発表を日本語で行うなど、挑戦しやすい活動から段階的に日本語に慣れていけるよ 
う指導を工夫する必要がある。 

②助言を踏まえた授業改善に向けた取組 
＜児童A＞ 
 ・日本語指導や通常学級における支援の場面において、表現する際の話型を示したり、 
ペアトークで学びを実践する機会を設定したりするなどの工夫をしたことにより、児 
童が話す際の文の組み立て方や文脈の作り方の誤りに自ら気付く場面が見られるな 
ど、変容が見られた。 
＜児童 B＞ 
・日本語指導において、カードゲーム等を活用して遊びを通して日本語を学ぶ活動や、 
学校生活を振り返りながら生活で使える言葉を学ぶ取組を継続的に行うとともに、児 
童が感じた日本文化への疑問や関心を基に調べる活動を取り入れたことにより、在籍 
学級の児童との会話が増え、日本語を使うことへの抵抗感が軽減した。 
 

 ＜相談内容＞ ２回目（11月） 
   在籍学級との連携及び具体的な学習支援の在り方 
①助言内容 
  ＜児童Ａ＞ 
・生活言語能力が向上し、日常的なコミュニケーションは可能となっているが、教科特 
有の語彙や表記の理解（理科の「沈殿」等）については首をかしげる場面も見られ、 
「理解しているようで理解できていない」言葉もあると推測されることから、授業に 
おける支援を継続するとともに、日常生活での言葉の行き違いにも配慮する必要があ 
る。 

   ＜児童B＞ 
・児童生徒は授業内容を概ね理解しており、指示への対応も適切であった。分からない 
言葉はジェスチャーや母語、英語を活用して理解・確認しており、授業者はこうした 
反応をよく観察して支援する必要がある。 
・小学校における指導や支援の充実が中学校進学を機に途切れることのないよう、小・ 
中学校間の連携を図る必要がある。 

②助言を踏まえた授業改善に向けた取組 
＜児童A＞ 
・在籍学級での支援において、これまでの対話中心の支援に加え、授業で用いられる教 
科特有の語彙や表現について丁寧に解説する時間を設定し、児童が教科内容を理解し 
やすくなるよう工夫する。 
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＜児童B＞ 
・感情や位置を表す言葉など抽象的な語彙については、ジェスチャーや例示を併用する 
など、今後も視覚的・体験的な支援を意識した支援を行う。 
・中学校の管理職が当該児童の日本語指導を参観し、アドバイザーから助言を受けると 
ともに、保護者と連絡を取りながら中学校への接続をスムーズに行えるよう連携を図 
る。 
 

＜相談内容＞ ３回目（２月） 
   児童Ｂの中学校進学に係る支援体制の構築について 
①助言内容 
＜児童B＞ 
・会話の中で「わからない」という言葉を多用する様子が見られ、語彙が増えてきたと 
いう前向きな側面がある一方で、本当に理解できていない場合だけでなく、考える時 
間が不足している場合や思考を深める前の段階においても同じ言葉で対応している 
状況がうかがえることから、言葉のバリエーションを広げるための意図的な支援を行 
う必要がある。また、授業者や支援者は、英語を含め児童の気持ちや意図を丁寧に聞 
き取り、「その場合は○○○と言うとよい」などと、具体的な表現を示す支援を行うこ 
とが有効である。 

②助言を踏まえた授業改善に向けた取組 
＜児童 B＞ 
・「取り出し指導」においては、単に日本語を覚えるだけでなく、学習内容に必要感をも 
たせることが重要であることから、現在学習している教科内容や日常的な話題を取り 
入れるなど、指導内容の見直しを図っていく。 
・今回の相談支援では、進学先である中学校の職員も助言の場に同席し、小学校におけ 
る実践への理解を深めた。今後は、日本語指導を含めたこれまでの支援体制を円滑に 
中学校へ引き継ぐことができるよう、学校間で一層協議を進めていく。 
 

４ ICT機器の活用                                    
・「ポケトークforスクール」の活用により、リアルタイムで授業内容を確認できることで、対 
象児童も他の児童と同じように授業を聞くことができ、学びの機会が保障された。また、在 
籍学級担任の指示や説明を画面上で再確認できることで、安心して学習活動に取り組む姿が 
見られた。 
・教育委員会では、実践校での効果や本事業の先進地視察を通じて、ＩＣＴ機器による支援が 
児童生徒の学習理解促進と教員の負担軽減につながると判断したため、令和８年度より「ポ 
ケトークforスクール」の導入を検討している。 
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５ 保護者や地域との連携                                
 ＜受け入れ体制の工夫＞ 
・外国人児童生徒の転入にあたっては、教育委員会・学校・保護者・雇用主の４者で 面談
を実施し、家族構成や日本語の習熟度、健康状態、母国での就学状況等について情報共有
を行っている。 
・面談には必要に応じて通訳を配置し、保護者が安心して相談できる体制を整えている。事
前に児童生徒の背景を把握することで、学校生活への円滑な適応や学習支援につなげてい
る。 

 ＜保護者との関係づくり＞ 
  ・連絡や相談の際には、多言語翻訳システムや校務支援システム等を活用だけではなく、配 
付文書の外国語対応や通訳者を介入させることで、言語の壁の軽減や保護者が学校の取組 
を理解しやすいよう工夫に努めている。 
＜地域との連携＞ 
・町の「地域おこし協力隊」や「国際交流員（CIR）」と連携し、通訳や相談支援を行って 
いる。地域の関係機関と情報を共有し、学校だけで対応するのではなく、行政や地域全体 
で外国人児童生徒とその家庭を支える体制づくりを進めるとともに、安心して学校生活を 
送ることができるよう継続的に連携し、支援体制の充実を図っている。 
 

６ 成果（○）と課題（●）                                    
○ 先進校視察や国の実践ガイドを参考に、授業における指示を短い単語や簡潔な表現に整理 
し、視覚的・ジェスチャー等の補助を組み合わせて行ったことにより、児童は必要な情報を 
的確に理解し、自分で考えながら学習に取り組むことができた。  
○ 相談支援で得られた有識者の助言を、児童生徒の興味・関心に結び付けて指導したことに 
より、児童は自信をもって前向きに学習に取り組むことができた。 
 ● 児童の語彙の理解は進んでいるが活用することに課題があることから、国の実践ガイドで
も示されているように、文脈の中で語彙を使う力を計画的に育てていく必要がある。 
 ● 日本語指導に関する指導計画が校内で十分に共有されていないことから、今年度の実践を
踏まえて明確な計画を作成し、学校全体で共有・活用することで、児童が安心して学べる支
援体制を整備する必要がある。 
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第３部 まとめ 
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１ 本事業の振り返りと今後の方向性                                                          
 
(1) 道アドバイザー  
北海道教育大学札幌校准教授 阿部 二郎 氏 

    本事業においては、学校の体制づくりと授業実践が車の両輪となっている。とうべつ学園 
を事例に述べると、訪問の回数を重ねる毎にその両面において着実な発展が見られた。とり 
わけ、横浜市での先進地域調査研究を行った後はどちらも目覚ましい進展があり、管理職と 
教員の双方にとって参考となる具体的なモデルがあることが極めて重要であることが確認 
された。ここから言えるのは、実践校は帰国・外国人児童生徒等の指導を行う拠点として機 
能するだけでなく、道内各地で当該児童生徒の在籍する学校が参照するモデル校としても重 
要な役割を果たすということである。 
   今回見られた進展の中で特筆すべき点は、初期適応指導終了後の指導体制についてであっ 
た。中期指導は「日本語基礎」が中心となるが、その目標とする日本語力は学校への適応に 
加え、「教科学習に参加するための基礎的な力」（文部科学省『外国人児童生徒受入れの手引 
き 改訂版』p.27）と位置付けられている。一方で、教育現場では日常的な日本語の指導にと 
どまり、日本語と教科の統合学習への移行が課題となっているケースが散見される。本事業 
においては教科学習も見据えた日本語の指導実践が行われるようになっており、これを継続 
することで日本語と教科の統合学習への円滑な移行が期待できる。 
   今後の課題としては、取り出し授業と在籍学級との連携の仕組みづくりが挙げられる。す 
でに在籍学級の担任による取り出し授業の自発的な見学などが行われているが、教員個人の 
自主性に依存することなく連携がなされる体制が構築されることが望ましい。また、体制の 
維持・継続の方法を確立することも求められる。 
 
 
 (2) 道アドバイザー 北海道教育大学函館校准教授 伊藤 美紀 氏 
   本事業を通じて、広域分散という特性を持つ北海道において、多文化多言語の子ども一人 
一人の実情に寄り添った支援の在り方が着実に形作られてきたことを実感している。 
浦河町立堺町小学校では、日本語習得の段階から一歩踏み込み、「教科学習」や「自己表 
現」へ指導の重点を移行させた。特に、一定程度の生活言語能力を習得した子どもが直面す 
る教科特有の語彙や表現の壁に対し、教科学習の文脈の中で指導する視点を教職員と共有で 
きた意義は大きい。また、会話の中で「わからない」と発話する子どもに対し、表現のバリ 
エーションを広げる指導について、相談支援の場で協議を行い、指導の質のさらなる向上に 
取り組むことができた。  
    加えて、堺町小学校の実践において特筆すべきは、「ポケトークforスクール」をはじめと 
したICTの有効活用と、学校全体による組織的な連携がある。堺町小学校でのICTの活用は単 
なる翻訳支援に留まらず、児童の安心感と学びの機会を保障する基盤となり、教員の負担軽 
減にも大きく寄与した。さらに本年度は、小学校での手厚い支援が途切れないよう、進学先 
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の中学校の教員が相談支援の場に同席し、校種間連携の体制構築に取り組んだ。本道におけ 
るモデルケースとして、これらの取組が継続されることを期待する。 
横浜市での先進地域調査研究で再確認した通り、多文化多言語の子どもへの教育は、特定 
の担当者だけでなく学校全体、さらには行政や地域が「当事者意識」を持って取り組むこと 
でその質が向上する。堺町小学校における教育委員会、保護者、雇用主、地域おこし協力隊、 
国際交流員等との多角的な連携も、地域全体で子どもを支える土壌の構築モデルとして高く 
評価できる。 子どもたちが持つ多様な背景を、本人および学校の「強み」として捉え、多様 
な価値観を互いに認め合う教育環境づくりが、今後、全道へ波及していくことを切に願って 
いる。   
 
 
２ おわりに                                           
   
  本事業は、日本語指導が必要な児童生徒の受入れ体制の整備及び指導の充実を目的として今 
年度から新たに実施した。今年度は、当別町立とうべつ学園及び浦河町堺町小学校を実践校に 
指定し、地域の実情に応じた体制整備や授業づくりの工夫等に取り組んできた。 
日本語指導が必要な児童生徒は増加傾向にあり、母語も多様化している。こうした中、各地 
域において、子ども一人一人が適切な支援の下で学びを深めることができる環境の整備は一層 
重要である。 
道教委としては、本事業の成果の周知、各種協議会の充実や相談支援の活用促進を通して、 
日本語指導の更なる充実に取り組んでいく。 
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第４部 資料編 
（学習指導案） 
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１ 初期指導 学習指導案                                      
１．本時の目標  
「前」「後ろ」ということばが、物や人の位置を表すことに気付き、場面を見て活用すること 
ができる。（思考力・判断力・表現力等） 
 
２．展開 

主な学習活動 
〇指導・支援上の留意点 
【観点】評価規準（評価方法） 

【導入】 
１．オリジナルひらがな表作成（話す） 
 
 
 
 
 
 
２．ミニスピーチボードでスピーチトレーニング（話す） 
 
 
 
 
 
 
 
【展開】 
３．「前」「後ろ」の言葉について理解する。（読む・話す） 
【スライド】     【ワークシート】 

 

 
 
 
 
 
 

〇 ICTを活用して、「～から始ま
るもの」を出し合い、提示しな
がら進める。 
 
 
 
 
 
 
〇 帯活動にすることで、日本語
を安心して使う環境を作る 
 
 
 
 
 
 
〇 児童が実際にスライドを動
かしながら、イメージする。 
※時間を見て、実際に立って実践
してみる。 
【思判表】 
使い分けて、正しく選択するこ 
とができているか。 
（ワークシート） 
 
〇ワークシートを活用して学習
の理解を確認する。 
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【まとめ】 
４．場面に合わせて使い分けることができるか、確認する 
（書く） 
５．カードゲームで遊ぶ（話す・聞く） 

 

 
＜授業の工夫点＞ 
○ 「話す・聞く・読む・書く」の活動を１単位時間の中でモジュール型で実施した。 
○ インプットだけではなく、アウトプットの場面や、児童が興味関心をもって選択したり、 
表現したりできる場を設定した。 
＜授業者の感想＞ 
○ 日本語指導の際にモジュール型で進めることにより、１単位時間の中で多くの要素を少し 
ずつ伸ばすことができた。 
＜今後の授業づくりに向けて＞ 
○ 日本語指導では、その時間内で「できるようになること」だけでなく、学んだことを日常 
のさまざまな場面で試す経験が重要であると感じている。そのため、インプットとアウトプ 
ットのバランスを意識した授業計画を進め、教えることばかりに偏らず、実践の機会を意識 
した計画を立てたい。 
○ 児童が日常生活の中でできることが増えていることから、学習内容は常に実態に応じて精 
選する必要があるため、定期的に指導計画を見直し、児童本人の困り感を把握するなど、柔 
軟に調整を行っていきたい。 
○ 例えば、母語で学級の児童に母国の紹介を説明するスライドを作成するなど、母語・文化 
を生かした学習活動の機会を大切にしていきたい。 
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２ 日本語と教科の統合学習（国語科）                                      
日本語教育学習指導 

 
                         児童生徒 ３名（5年生：2名、7年生：１名） 
 
１．単元名 
「紙コップ花火の作り方」（光村図書：2年生下） 
 
２．児童・生徒の実態 
３名とも、日常の母語はウルドゥー語であるが、学校生活の中で日本語の習得に意欲的で 
ある。日本語基礎の部分では、ひらがなやカタカナの読み書きが少しできる程度であり、漢 
字はほとんど覚えていない。また、語彙が限られているため、在籍学級での学習では一定の 
困難が伴う。３名のうち、５年生の１名は、日本での在籍期間が長く、漢字も徐々に習得し 
ているなど、学習の定着度には個人差が見られるが、互いに教え合いながら、日本語のさら 
なる習得を目指している。 
   本時では、中期日本語指導の中心的なプログラムの１つである「日本語と教科の統合学習」 
として、国語教材を扱う。子どもの実態を踏まえ、教科の力と日本語の力の両方を高めるこ 
とをねらいとしている。本単元は、比較的読みやすい説明文であり、紙コップ花火づくりを 
体験しながら学習内容を理解できるため、対話を通して日本語の表現を広げていきたい。 
 
３．本時の教科の目標と日本語の目標 
・教科の目標：文と文のつながりや順序を表す言葉、挿入された写真との関連に着目して、 

説明文の内容のだいたいを読み取ることができる。 
・日本語の目標：紙コップ花火づくりを通して、「まず」「次に」「それから」「さいごに」とい 

った順序を表す言葉のもつ働きを理解することができる。 
 
４．授業展開 

授業の展開 日本語の表現 支援・教材 

○ 紙コップ花火の写真を見せ、学 
習内容を予想する。 
・どんなおもちゃなのか。 
・どんな材料を使っているか。 
○ 課題を把握する。  

 
 
 
 
○ つくり方の順序に着目させ
る。 
T：つくるためにすることはなん 
ですか？  

・ICTを使って写真 
を写したり、完成 
したおもちゃを見 
せたりする。 
・「順序」という言 
葉がわからないと 
きは、具体例を示 
す。（お祈りの仕 
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S： 紙に色をぬる、紙を折る、
わりばしに貼る･･･ 
T：１番に何をして、2番に何を
してと…考えることを順序
といいます。 
  

方等）  

 
○ 要点を添えた４つの写真を並び
かえて、作り方の順序を考える。 
 ①もようをかいて きる。 
 ②おって わりばしをつける。 
 ③かみコップにあなをあける。 
 ④くっつける。 
 
〇 プリントの「紙コップ花火の作
り方」を読み聞かせし、順序を確
認する。 
 
○ 順序を表す言葉に「まず」「つ
ぎに」「それから」「さいごに」
があることを知り、並びかえる。 
 
 
 
 
 
 
○ 順序に気を付けながら、作品を
完成させる。 
 
 
 
 
 
○ 順序を表す言葉を使いながら、
説明の仕方を練習する。 

 
T：作り方の順序になるように、 
友だちと協力して黒板に貼 
りましょう。 
 
 
 
 
T：先生が読むので、作り方をよ 
く考えながら聞きましょう。 
 
 
T：順序をわかりやすく表すため 
に、日本語にはつなぎ言葉が 
あります。どんな言葉でしょ 
うか。 
S：「まず」「つぎに」… 
T：先ほどの作り方に合わせて、 
つなぎ言葉を並び替えてみま 
しょう。 
 
T：「まず」のぶぶんからつくっ 
 てみます。何をしますか。  
S：「もようをかいて、きる」で 
す。 
T：順序に気をつけて、実際につ 
くってみましょう。 
 
T：先生がお手本をみせるので友 
だちと練習してみましょう。 

 
・写真の順序をばら 
ばらにして提示す 
る。 
 
 
 
 
・プリントにルビを 
振っておく。 
 
 
・つなぎ言葉のカー 
ドを並び替えるこ 
とで、体を動かし 
ながら覚えられる 
ようにする。 
〇支援を入れなが 
ら、写真の順に作 
業を進めていく。 
 
評「まず」「次に」
等の順序を表す言葉
を使いながら、だい
たいの内容を理解す
ることができる。 

じゅんじょに きをつけて 紙コップ花火を つくろう。 
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 「まず、もようをかいて切りま
す。次に、紙をおって、わりばし
につけます。それから・・・」 

 

○ まとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 気付き、分かったことを日本語 
で表現し、伝える。 

T：どんな言葉を学習しました 
か？ 
S：「まず」「つぎに」･･･を学 
習しました。 
T：順序を表す言葉や写真がある 
ことで作り方を考えることが 
できましたね。 
 
 
T：今日の学習でわかったことや 
思ったことを教えてくださ 
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５．板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つなぎことばや しゃしんのじゅんじょに きをつけると よい。 

じ
□
ん
じ
□
に 

き
を
つ
け
て 
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コ
□
プ
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を
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＜授業の工夫点＞ 
○ 教科の目標に加え、日本語の目標を設定し、目標到達のために指導すべき内容を明確にした。 
○ 具体物を用意したり、体験活動を取り入れたりすることで、楽しみながら体を使って日本 
語を覚えることを大切にした。 
○ 「順序」の指導に当たり、身近なお祈りを例に挙げ、日常生活と関連付けた。 
＜授業者の感想＞ 
【成果】 
〇 目標としていた「まず」「つぎに」といったつなぎ言葉を意識して指導したことにより、全 
ての児童生徒が紙コップ花火の作り方を順序立てて説明することができた。 
〇 作り方の要点を順序に沿って並び替える活動を取り入れたことにより、児童生徒が教科書 
の内容を概ね理解し、正しく並び替えることができた。また、日本語を理解しながら考える 
姿が見られた。 
【課題】 
● 児童生徒が自らことばを組み立てて発話する機会を多く設定し、指導者が過度に補完する 
のではなく、必要に応じて支援する必要がある。 
● 紙コップ花火をつくる活動において、指導者の説明で用いた語句を動作と言葉を結び付け 
て十分に繰り返すことができなかったことから、語の理解を深めるために、動作を伴った提 
示や反復を意図的に取り入れる必要がある。 
● 終末の感想を伝える場面において、児童生徒が自分の考えを十分に表現できていなかった 
ことから、発話の幅を広げるために、話型を提示し、日本語指導においても計画的に取り入 
れていく必要がある。 
＜今後の授業づくりに向けて＞ 
○ 例えば、本単元のように、紙コップの花火づくりから日常生活のお祈りの順序へと学習を 
 発展させたように、日本語を日常生活でも活用できる資質・能力を育てていきたいと考える 
 ことから、日本語指導においても単元を見通した指導を行っていきたい。 
○ 日本語がある程度身に付いている児童生徒には教科内容に重点を置き、教科書から必要な 
日本語を見付けさせる活動を取り入れるとともに、日本語の理解がまだ十分でない児童生徒 
には発問と応答を中心に適宜支援を行うなど、日本語の習得状況に差があっても同じ授業の 
中でそれぞれのレベルに応じた指導を意識していきたい。 
○ 今回は日本語の習熟度を踏まえて小学校第２学年の教材を用いて学習したが、今後は在籍 
学級との接続を意識し、各学年の教科書内容を扱うことで学年に応じた学習を進めていきた 
い。そのためにも、グループを学年別に再編成し、内容の充実を図りながら、「日本語と教科 
の統合学習」を積極的に推進していきたい。 
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国際教室 国語科学習指導案 

児 童  2 名（3年生 2名） 
 
１．単元名：「モチモチの木」（光村図書：３年生下） 
 
２．児童・生徒の実態 
児童２名とも、日常の母語はウルドゥー語である。在籍学級では、日常的な会話を日本語で行っ 
ている。学習面では、教科書を音読すると、逐次読みになることが多く、意味をとらえながら音読 
することは難しい。また、漢字に苦手意識があり、文章中に漢字が出てくると、反射的に「読めな 
い」「分からない」と発言してしまうことがある。今回は、国語の物語教材を扱う。第１時は「モ 
チモチの木」の絵本の読み聞かせを行い、登場人物やあらすじを確かめる。第２時以降は、ルビ入 
りの教科書を使い、登場人物の言動に着目しながら、内容の読み取りを行う。 
 
３．単元の評価規準 

 
４．指導と評価の計画（全９時間） 

時 〇主な学習活動 
評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

〇絵本の読み聞かせを聞き、物語の概要
を掴む 
〇作品の設定をおさえる 

  〇 

２
本時 

〇語句の意味の確認 
〇「おくびょう豆太」の場面での登場人
物の行動や会話などを確かめる 

 〇  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
様子や行動、気持ちや性格を表
す語句の量を増し、語彙を豊か
にしている。（(1)オ） 
 

「読むこと」において、登場人
物の気持ちの変化や性格、情景
について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像して
いる。（C(1)エ） 

「読むこと」において、文章を
読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方
などに違いがあることに気づ
いている。（C(1)カ） 

積極的に文章を読んで感じた
ことや考えたことを共有し、学
習課題に沿って考えたことを
伝え合おうとしている。 
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３ 

〇語句の意味の確認 
〇「やい、木ぃ」の場面での登場人物の 
行動や会話などを確かめる 

〇   

４ 

〇語句の意味の確認 
〇「霜月二十日のばん」の場面での登場 
人物の行動や会話などを確かめる 

 〇  

５
・
６ 

〇語句の意味の確認 
〇「豆太は見た」の場面での登場人物の 
行動や会話などを確かめる 

〇 〇  

７ 

〇語句の意味の確認 
〇「弱虫でも、やさしけりゃ」の場面で
の登場人物の行動や会話などを確かめ
る 

 〇  

８ 

〇登場人物の性格や気持ちの変化を想像 
する 

 〇  

９ 

〇「モチモチの木」を紹介するカードを 
作る 
〇学習を振り返る 

 〇 〇 

 
５．本時の教科の目標と日本語の目標 
・教科の目標： 「おくびょう豆太」の場面を読み、登場人物の行動や会話、様子を捉える。 
・日本語の目標：人物の様子を表す言葉「おくびょう」の意味を理解し、豆太の人物像を説明する

ことができる。 
 
６．授業展開 

授業の展開 日本語の表現 支援・教材 

〇アイスブレイクをする。 
 
〇前時を振り返る。 
 
 
〇「おくびょう豆太」の挿絵を見て感じたこと
を伝える。 
 
 
 

 
 
T：前回は絵本でモチモチの
木を読みましたね。 
 
T：（挿絵を見せ）今日は、
この場面を読みます。こ
の絵を見て、どんなこと
が分かりますか。 
S：豆太がいる。 

〇前日のスキー学習
について触れる。 
 
 
 
〇挿絵を提示する。 
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T：（板書する）先生のあと
に言いましょう。豆太が
います。はい。 
S：豆太がいます。 
T：ほかには誰がいますか。 
S：じさまがいます。 
T：（板書する）じさまがい
ます。はい。 
S：じさまがいます。 
T：誰が出てくるか、という 
ことを登場人物といいまし
たね。 
T：ほかに、挿絵を見てどん
なことが分かりますか。 
S：大きな木がある。 
T：この木の名前は何でしょ
うか。 
S：モチモチの木。 
T：（板書する） 
 この場面の書かれている
時間は、朝・昼・夜のどれ
でしょうか。 
 
S：暗い。夜だと思う。 
T：こんな暗い中、じさまと
外にいる豆太は、どんな
人なんでしょうか。 

 

〇豆太の人物像を確かめる。 
 
 
 
 
 
 
 

T：豆太は、実はおくびょう
です。 
今日は、豆太はどんなと
ころがおくびょうなのか、
考えましょう。 
 

 

〇教科書を追い読みする。 T：先生の後に続いて、みん
なで読みます。 

〇ルビつきの教科書
を使う。 

〇「おくびょう」と「ゆうかん」の意味を、 
ウルドゥー語で捉える。 

T： 「おくびょう」はウル
ドゥー語で「ブズディル」
です。 

 

豆太のおくびょうなところをさがそう。 
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 「おくびょう」の反対の言
葉は、「ゆうかん」です。
「ゆうかん」はウルドゥー 
語で「ヒンマト」です。 

 

〇絵カードを「おくびょう」と「ゆうかん」に
分ける。 
 

T：これから、カードを見せ
ます。皆さんは、カードを見
て、「ゆうかん」か「おくび
ょう」か答えてください。 
 
T：この人は、どうして「お
くびょう」なのですか。 
S：犬を怖がっているから。 
T：犬を怖がっている「おく
びょう」な人なのですね。 

 

〇教科書に出てくる行動描写について、「おく
びょう」と「ゆうかん」のどちらに該当する
か考える。 
 
 
 
 
 

T：次は、教科書に出てくる
行動を「おくびょう」か
「ゆうかん」に分けます。 
①岩から岩へ飛び移る。 
②一人でトイレに行けな
い。 
③クマと戦う。 
（一つずつ確認する） 

 

〇分けた内容について、豆太の行動かどうか分
ける。 
 

T：このカードの中で、 
豆太の行動はどれでしょう
か。 

T：豆太はおくびょうで、一
人でトイレに行けないので
すね。 

 

〇本時の学習をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇本時の学習を振り返る。 
 
 

T：今日の学習をまとめま
す。 
 次の文のカッコに入る言
葉を入れて、まとめの文
を読みましょう。 
 
 
 
 
T：今日の学習で分かったこ
とや、考えたことをお話
してください。 

・板書を見ながら 
まとめさせる。 

豆太は（一人でトイレに行けない）、おくびょうな人です。 
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７ 板書計画 
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国際教室 国語学習指導案 

 
                  児童生徒 １名（８年生） 

 

１．単元名：「走れメロス」（光村図書：2年生下） 
 
２．児童・生徒の実態 
   10 月中旬に転入してきたばかりの生徒である。年齢的には高校 1年生だが、日本語が未習得な 
ため、中学 2年生に在籍している。日常の母語はウルドゥー語であるが、英語が堪能で、勉強にも
意欲的である。日本語の習得にも積極的であり、ひらがなやカタカナの基礎的な読み書きは、早い
段階で習得することができた。また、数学を得意科目としており、在籍学級でも概ね理解できてい
る。日本語の語彙が少ないことが学習の障害となっているため、取り出し指導では主に国語を中心
に指導している。今回は、国語の物語教材を扱う。本生徒は、「言葉の発達と習得のものさし（文部
科学省発行）」における「読み」の発達ステージでは、ステージ C の「順序期」もしくは「ステー
ジDの「因果期」に相当すると考えられる。大事な内容を順序に沿って理解することや、段落相互
の関係、内容の結び付きを理解することを目標としながら、教科の力と日本語の力の両方を高めて
いきたい。 
  
３．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

抽象的な概念を表す語句の量を
増すとともに、語感を磨き、語彙
を豊かにしている。 

「読むこと」において、登場人物
の行動の意味などについて考
え、内容を解釈している。 

登場人物の言動の意味などにつ
いて粘り強く考え、作品の魅力
をまとめようとしている。 

 
４．指導と評価の計画（全 8時間） 

時 
〇主な学習活動 評 価 規 準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 
〇読みの練習 
〇作品の設定をおさえる。 〇  〇 

２ 
〇読みの練習 
〇場面の展開をおさえる 〇   

３ 
本時 

〇読みの練習 
〇人物像を読み取る。（場面②のメロスが王城で王
と対峙する場面） 

 〇  

４ 
〇読みの練習 
〇人物像を読み取る。（場面②のメロスが王城で王
と約束する場面） 

 〇  
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５ 
〇読みの練習 
〇人物像を読み取る。（場面③④の村から刑場に向
かう場面） 

 〇  

６ 
〇読みの練習 
〇人物像を読み取る。（場面⑤⑥のセリヌンティウ
スと再会し、王が改心する場面） 

 〇  

７ 
〇読みの練習 
〇自分が感じた作品の魅力をまとめる。  〇 〇 

８ 
〇読みの練習 
〇自分が感じた作品の魅力を伝える。   〇 

 
５．本時の教科の目標と日本語の目標 
・教科の目標 ：メロスと王が王城で対峙する場面を通して、両者の人物像を捉えることができる。 
         （思考・判断・表現） 
・日本語の目標：人物像を捉えるために、語彙を「行動」「会話」「様子」「心情」に分けて整理する

ことができる。 
 

６．授業展開 

授業の展開 日本語の表現 支援・教材 

〇アイスブレイクをする。 
・お題カードで話そう（会話の練習） 
 
〇前時の振り返りをし、本時の課題につ
なげる。 
 
○本時のキーワードをおさえる。 
・行動（action）学校に行く、人を助ける 
・会話（conversation）先生と話す 
・様子（state）雨がふっている、うで時計をつけている 
・心情（feeling）楽しい、かなしい 
  

 
 
 
T：これまでの学習でメロスはど
んな人だと思いますか？ 
S：王に怒っていました。 
T：どんな人なのかをよく調べる
ために「行動」「会話」「様子」
「心情」という観点があります。
今日は、第二場面からさがしてい
きましょう。 
  

〇お題カードの用意 
〇翻訳機の用意 
（困ったときに英語
に翻訳できるように
する） 
 
○キーワードとなる
言葉が連想しやすい
ように、英語やイラ
スト、例文を示す。 
 
  

 
○部分読みをする。（３分間） 
 
〇短文カードを見て、行動と会話のちが
いについて考える。 
・王城に入り、警吏に捕縛される（メロス） 
・静かに問いつめる（王） 
・「町を暴君の手から救うのだ」（メロス） 

 
 
 
T：このカードは、「行動」と会
話のどちらですか。  
S：このカードは「行動」です 
T：だれがした「行動」ですか。 
S：メロスがした「行動」です。 

 
〇ルビ入りの教科書
を使う。 
〇短文カードを物語
の順序に沿って提
示する。 
 
 

第二場面からメロスと王の人物像を考えよう。 



- 35 - 
 

・「おまえには、わしの孤独の心はわ
からぬ」（王） 

 
〇メロスや王の様子や心情を表す言葉に
ついて考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○端末上でメロスや王のキーワードを仲
間分けする。 
 
 
 
 
 
〇仲間分けしたものをもとに、メロスと
王の人物像を伝える。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
T：「短剣をもつ」は４つのうち
のどれになりますか。 
S：「様子」です。 
T：どうして短剣をもっていたの
ですか。 
S：王をたおすためです。 
T：「悪びれず 」と言うのは、つ
よい気持ちですか。それともよ
かい気持ちですか。 
S：つよい気持ちです。  
 
T：まずは、メロスの言葉を見て
４つに分けてみましょう。 
S：４つに分けました。〇〇は
「行動」です。 
 
 
 
T：「行動」「会話」「様子」
「心情」からメロスはどんな人
物といえますか？ 
S：メロスはおこりやすく、王城
で捕まっても強い気持ちをもっ
ています。（正義感が強く、人
の心を信じています。） 
S：王は、人を殺すおそろしい人
物だけど、孤独に感じていま
す。（人の心を信じることがで
きません。） 

 
 
 
 
 
 
〇短文カードをメロ
スと王に分けて整
理する。 
〇「心情」を考える
場面では、キーワー
ドを選択できるよう
にする。 
 
〇ICTを活用し、キ
ーワードを動かして
考えを整理できるよ
うにする。 
 
評人物像を捉えるた
めに語彙を「行動」
「会話」「様子」「心
情」に分けて両者の
人物像を捉えること
ができる。（思考・判
断・表現） 
 
〇最初は英語で話し
てもよいことにす
る。 

○まとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

T：メロスは人の心を信じる、王
は人の心を信じないというちが
いがありました。声に出して確
認しましょう。 
S：メロスは人の心を信じます。
王は人の心を信じることができ
ません。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メロスと王では、人の心に対する考え方がちがう。 
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○学習を振り返る。 T：今日の学習を振り返り、思っ
たことを話してください。  

○振り返りの話型を
提示する。 

 
７．板書計画 ※漢字にはふりがなを付ける 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．資料 
 【人物像を調べる観点】         【ICT による並び替え】 
 

 

 

 

 

 

 
＜授業の工夫点＞ 
○ メロスと王の人物像を対比的かつシンプルに捉えさせるため、指導内容を精選し、焦点を 
「信じる」といった中心概念に絞って考えた。 
○ 英語を補助的に活用しながらキーワードの仲間分けを行い、言葉の意味を多面的に考えさ 
せることで登場人物の特徴を具体的に捉えられるようにした。 
○ ICT を活用して学習内容を可視化し、学習した内容を自分でまとめる活動を設定すること 
で、理解の定着とアウトプットにつなげた。 
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＜授業者の感想＞ 
【成果】 
〇 キーワードをもとに仲間分けする活動を通して、語の意味を多面的に捉えることができた。 
日本語の理解と結び付けながら整理することで、学習への自信につながっていた。 
〇 板書を視覚的に表すことで、まとめを自分の言葉で表すときに有効な手立てとなった。 
〇 学習のまとめでは、メロスと王の人物像について、「しかし」「でも」などの接続語を用い 
て対比的に説明する姿が見られた。対比構造を意識して表現できたことは、本時の学習ゴー 
ルに到達している姿であると感じた。 
【課題】 
● 英語を補助的に用いることで使うことで理解を促すことはできたが、『走れメロス』の文 
章表現の難しさもあり、言葉の意味をどこまで深く捉えさせるかが今後の課題である。考え 
たことを文章化できるようにすることや、定期テスト等の評価にもつなげる視点を大切にし 
ていきたい。 
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２ 日本語と教科の統合学習（算数科）                                      
 

国際教室 算数科学習指導案 
 

児童生徒 ２名（３年生２名） 
 
１．単元名：三角形を調べよう（東京書籍 「あたらしい算数」３年下) 
 
２．児童・生徒の実態 
 ２名とも、日常の母語はウルドゥー語であるが、学校生活の中で日本語の習得に意欲的である。日
本語基礎の部分では、ひらがなやカタカナの読みはかなりできる状態だが、書く事は時間を要する。
漢字はルビふり・分かち書きになっているものは、字を追うことはできるが、内容理解は難しいので、
対話による説明や絵を見せる支援をして断片的には理解している。また、友人との会話を通して日常
会話をぐんぐん習得している。一方で、ノート指導や机上の整理などの学級ルールに遅れがあり、在
籍学級の授業では受け身になることも多い。「ことばの発達と習得のものさし」における〈聞く・話
す〉発達ステージでは、ステージＢ［イマココから順序］期～ステージＣ［順序］期、〈読む・書く〉
発達ステージではステージＡ［イマココ］期に相当すると考えられる。算数学習の定着度には個人差
が見られるが、互いに教え合いながら、子どもの実態を踏まえ、教科の力と日本語の力の両方を高め
ることをねらいとしている。 
 
３．単元の評価規準 
 ・知識・技能：二等辺三角形・正三角形の定義と性質を理解し、コンパスで正しく作図できる。 
 ・思考・判断・表現：辺の長さや角の相等に着目し、分類する根拠を説明できる。 
 ・主体的に学習に取り組む態度：三角形の性質を見つけようとしたり、作図に取り組んだりする。 
 

４. 指導計画（７時間扱い） 

時 指導目標 学習内容 

1 

本時 

三角形を辺の長さに着目して「正三角

形」「二等辺三角形」「三角形」に分類

することができる。 

「正三角形」「二等辺三角形」「三角形」を、辺の

長さに着目して分類する。 

2 二等辺三角形、正三角形を分類し、定

義の意味理解を深める。 

直感や測定（定規やコンパス）で、二等辺三角形

や正三角形を分類する。 

 

 3 

作図を通して二等辺三角形と正三角形

の概念を深め、二等辺三角形と正三角

形の相互の関係を理解する。 

底辺から伸びる２本の辺の作図方法を考え、正確

に手際よく作図する方法を知る。 

4 角の意味を理解し、角の大小比較がで ２本の辺を合わせ、色々な大きさの角を作り大小
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きる。 比較をする。 

5 角の大きさについて、二等辺三角形や

正三角形の性質を理解する。 

操作を通して、二等辺三角形や正三角形の角の大

きさを調べる。 

 

 6 

敷き詰めによる模様づくりを通して、

二等辺三角形や正三角形の性質につい

ての理解を深める。 

合同な二等辺三角形や正三角形で、平面をすきま

なく埋める方法を考え、模様つくりをする。 

7 まとめと練習  

5. 本時の教科の目標と日本語の目標 
 ・教科の目標 ：辺の長さに着目し、三角形を「二等辺三角形」「正三角形」「三角形」と３つの仲         

間に分類することができる。 
 ・日本語の目標：算数用語の「辺」に着目し「二等辺三角形は、２つの辺が同じ長さです」「正三角         

形は、全部の辺が同じ長さです」のように「～は〇〇が～です」の説明ができる。 
 

6. 授業展開 

授業の展開 日本語の表現 支援・教材 

〇あいさつの号令   
〇アイスブレイクをする。 
 
〇前時の振り返りをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇長さゲーム 
 母語（ウルドゥー語）での確認 
「『ラム』『バイ』ゲーム」 
〇これは同じ？違う？を児童に当
てさせる。  

 
 
T：これを見てください。これは何ですか？ 
S：頂点です。 
T：頂点は何個ありますか？ 
S：３個です。 
T：これは何ですか？ 
S：辺です。 
T：何個ありますか？ 
S：三個です。これは何ですか？ 
S：三角形です。 
T：はい、よくできました。 
 
T：長さゲームをやってみよう。 
  これは同じ長さ。これはちがうなが
さです。 

 
辺と頂点のボードを 
ホワイトボードに貼
る。 
 
 
 
 
 
 
 
色棒で長さが同じ/ち
がうの見本を見せ
る。 
2 本の色棒を比べて 
「同じ」「ちがう」を
見せ、即答させる。 

〇.今日学習することを伝える。 
 教科書８０ページを開く。 

T：今日は、「三角形を調べよう」です。 
  これから先生が、色棒で三角形を作 
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〇三色の紙（A・B・C）に、仲間 
分けをする。 
〇ホワイトボードに仲間分けした 
紙を貼る。 
〇裏返しに貼ってある文字カード  
を表にする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇色棒をばらばらに置く。 
〇児童が色棒を使って、二等辺三 
角形、正三角形を自由に作る。 
〇作った三角形について質問する。 

 るので、仲間わけをしよう。 
母語（ウルドゥー語）での確認 
「『ゲロホン』『ミン』『タクシム』」 
T：作った三角形を児童に見せて、どの 
  仲間に入るかを聞く。 
  「どうして同じだと思ったの？」 
  「大きさが違うけれど２つの辺     
の長さは？など質問をする。 
T：この三角形は「二等辺三角   
形」です。二つの辺が同じ長さで
す。声に出して言いましょう。 
S：二等辺三角形   
T：３つの辺の長さが同じ三角形を「正三
角形」と言います。言いましょう。 
S：正三角形 
T：正三角形は何個の辺が？ 
S：３つの辺の長さが同じ 
T：二等辺三角形は何個の辺が？ 
S：２つの辺の長さが同じ 
T：二等辺三角形、正三角形はばっちり
かな？   
T：これは何ですか？ 
S：二等辺三角形 
T：本当？ どうして？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇ふりかえり 
 
 
 
 
○号令をかける。 

T：今日のふりかえりを言いましょう。    
わかったこと、わからなかったこ
と、感想などを言ってください。   
S：二等辺三角形は 2つの・・。 
  自分で作るのが、楽しかった。 
T：感想を言う。 

 
 
 
 
 

 

７. 板書計画 ※漢字にはふりがなを付ける。 
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